


【別添１】
　住宅火災による死者数の状況

総務省消防庁予防課



■住宅火災による死者数

住宅火災による死者数の推移（放火自殺者等除く）
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高齢者死者数の割合

・近年の住宅火災の死者数は概ね横ばい又は微増傾向にであったが、平成１５年に
は昭和61年以来1,000人を超え、さらに平成16年にも連続して死者が1,000人を

超えるなど、最近は急増している。
・住宅火災の死者数の過半を高齢者が占め、その割合も微増傾向であり、今後高齢
化の進展とともにさらに住宅火災による死者が一層増加するおそれ。

　　（数値は「消防白書（平成17年版）」による）



■平成17年(1月～9月)中の住宅火災による死者数
　　

・「平成17年（１月～９月）における火災の概要（概数）」（平成17年12月21日消防庁発表）
によると、平成17年1月から9月末までの住宅火災による死者数は839人(前年同期比
+69人)となっている。これは、データの存在する昭和54年以降最多。

・過去10年間の第４四半期の平均値（261人）を加えると、1,100人に達するおそれ。

平成17年中の死者数は1,100人に達するおそれ
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■住宅火災による死者数（１月１日～18日）
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※平成17、18年の死者数は速報値

・平成18年１月19日に実施した「住宅火災等による死者数の緊急調査」の結果、平成
18年１月１日から18日までの期間における死者数は、過去３年（平成15～17年）の
同時期における死者数の平均値の約1.5倍に急増している。

　　（平成15年～17年の数値は「火災統計」のデータによる。死者数には放火自殺等を含む。）



■住宅火災における出火原因別の死者発生状況（平成15年）

・出火原因別の死者数は、「放火」によるものが最も多く（748人）、次いで「たばこ」
（226人）、「ストーブ」（143人）となっている。

　　（数値は「火災の実態（平成15年中）」（消防庁防火安全室まとめ）のデータによる）
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【別添２】 
最近の死者の発生した住宅火災事例 

 

■多数の児童が亡くなった住宅火災 
発生日時 平成１８年１月４日（水）２時５５分 

発生場所 兵庫県姫路市 

火災による死者 小学生 ５名 

（１１歳女１名、１０歳男女各１名、８歳女２名） 

状況等 木造瓦葺２階建て住宅（延べ面積１５０㎡）を全

焼。負傷者は、重症２（４３歳、４２歳）中等症２（４９

歳、３９歳）の計４名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■２名の高齢者が無くなった住宅火災 
発生日時 平成１８年１月１０日（月） ３時１０分ごろ 

発生場所 京都府宇治市 

火災による死者 ７９歳男性 ８２歳女性 計２名（焼死した高齢者２

名は寝たきり状態で歩行困難。） 

状況等 

 

木造２階建て約１３０㎡を全焼。 

出火時には３名が就寝中。 

   居住者である４２歳女性が初期消火及び避

難行動中に負傷。 

 

 

 



■複数の死者が発生した住宅火災事例 

 

○事例１ 

発生日時：      平成１７年１２月３０日（金）１時５７分 

発生場所：      北海道江別市 

火災による死者：  ５７歳男性 ８１歳女性 計２名 

状況等：         木造２階建て住宅（延べ面積８１㎡）の２階から出火、内部

を全焼し隣接住宅の壁体を焼損。 

 

○事例２   

発生日時：     平成１７年１２月３０日（金）５時５０分頃 

発生場所：     広島県広島市安佐北区 

火災による死者： ５歳男性 １２歳女性 計２名 

状況等：      ２階建ての住宅（延べ面積１２０㎡）を全焼したほか、隣接す

る住宅及び倉庫等5棟を焼損。死者2名のほか、負傷者4名

が発生。 

 

○事例３ 

発生日時：     平成１８年１月１日（日）４時５０分頃 

発生場所：     大阪府大阪市北区 

火災による死者： 計２名（火元２階で発見） 

状況等：        木造３階建て住宅１８３㎡焼損。２階台所から出火したと見

られる。負傷者２名。 

 

○事例４  

発生日時：     平成１８年１月２日（月）１６時４８分頃 

発生場所：     三重県鈴鹿市一ノ宮町 

火災による死者： 男性１名 女性１名 計２名 

状況等：      木造平屋建て瓦葺き住宅での部分焼火災。 

初期消火者２名が負傷。  

 

○事例５ 

発生日時：     平成１８年１月５日（木）２２時４０分頃 

発生場所：     愛知県一宮市 

火災による死者： ６２歳女性 ３９歳男性 計２名 

状況等：      木造瓦葺２階建て住宅（延べ面積１５７㎡）を全焼。死者の 

ほか、負傷者１名発生。  

 



○事例６ 

発生日時：      平成１８年１月６日（金）３時３０分頃 

発生場所：      和歌山県和歌山市中之島 

火災による死者：  ８６歳男性 ８２歳女性 計２名 

状況等：       木造２階建て長屋住宅（延べ面積１３６㎡）の東側１階部

分から出火し，全焼。 

 

○事例７ 

発生日時：      平成１８年１月９日（月）２２時１０分頃 

発生場所：      茨城県行方市 

火災による死者：  ８８歳男性 ６１歳男性 ２０歳男性 計３名 

状況等：       木造2階建て（延べ面積３３９㎡）の作業所併用住宅 

の１階寝室から出火、建物全焼。 

 

○事例８ 

発生日時：     平成１８年１月１２日（木）１時５１分 

発生場所：     三重県四日市市 

火災による死者： ５８歳男性 ４５歳女性 計２名 

状況等：      鉄骨モルタル2階建て６軒長屋（延べ面積２２２㎡）の1階か

ら出火し、約３７㎡焼損。 

 

○事例９ 

発生日時：     平成１８年１月１３日（金）０時００分 

発生場所：     大阪府茨木市 

火災による死者： ７３歳男性 ７０歳女性 計２名 

状況等：       木造２階建て（延べ面積１１４㎡）の住宅から出火、建物全 

焼。 

 

○事例１０        

発生日時：     平成１８年１月１６日（月）２０時４５分 

発生場所：     大阪府茨木市 

火災による死者： ８１歳男性 ８０歳女性 計２名 

状況等：      木造２階建ての長屋住宅（延べ面積９０㎡）から出火、建物 

半焼。 

 

 

 



【別添３】住宅用火災警報器の設置効果
　　

■住宅用火災警報器等の設置の有無による死者数比較
　（平成15年中）
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・住宅用火災警報器等が設置されていた火災と設置されていなかった火災を、住
宅火災100件当たりの死者数で比較すると、設置されていた場合には約３分の１
の死者数となっている（数値は「火災統計」のデータ（平成15年）による）。



■米国の火災警報器の普及と死者数の推移
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94%

・1970年代の後半からの住宅用火災警報器等の設置義務化の進展により普及が進み、
1970年代後半には年間約6,000人だった死者が2002年には半数以下に大幅に減少し
ている（全米防火協会（NFPA）報告書より消防庁で作成）。




